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１．はじめに 

 中央構造線の南側の地域にあたる西南日本外帯は九州から四国，近畿，中部にかけて，付加堆積物起源の堆積

岩や変成岩が山地を形成している．この外帯付加体山地では，これまでも，地震時あるいは豪雨時に深層崩壊（大

規模崩壊、地すべり性崩壊に相当）が発生している．たとえば，1707年宝永地震では，高知県高岡郡越知町舞ヶ

鼻の崩壊，高知県室戸市の加奈木ツエ，静岡県静岡市の大谷崩（「崩」を「くずれ」と読む），1854年安政南海地

震では，高知県土佐郡土佐町有間の崩壊が知られている．加奈木ツエと大谷崩は日本三大崩れのひとつにも数え

られる大規模なものである．外帯付加体山地が日本有数の豪雨地帯であること，南海，東南海，東海といった海

溝型巨大地震の震源域がその直下に広がっていることで、豪雨や地震動が直前の誘因となって深層崩壊が多発す

る．しかし，強烈な豪雨や地震動が発生しても，それだけでは深層崩壊は発生しない．なぜ，外帯付加体山地で

深層崩壊が多発するのか．それを考えるには素因となりうる地質条件に目を向けなければならない． 

 本講演では，深層崩壊発生の必要条件である深層緩み岩盤－初生変形－が３タイプ認められること，そのひと

つは海溝型巨大地震が重要な役割を果たしていることを，四国の外帯付加体山地を例にのべる． 

２．深層崩壊発生の必要条件：深層緩み岩盤－初生変形－の形成 

 崩壊が大規模になるためには，緩み（ダメージ）が深部まで及ばなければならず，それには，深部に緩みが及

ぶまでに，簡単に崩れてしまってはいけない．深層緩み岩盤の形成が深層崩壊発生の必要条件となる．四国の外

帯付加体山地は尾根まで新鮮で硬質な岩石が分布していて，緩みが深部に及んでいても簡単には崩れない地質条

件を本来もっている． 

 深層緩み岩盤には３タイプある．①ひとつは小出（1955）が「日本の地辷り」のなかで定義した破砕帯による

深層緩み岩盤である．小出のいう破砕帯は今日一般に使われている断層破砕帯とは別ものである．無数のせん断

面が発達する硬質な岩体が破砕帯であり，付加体に特有なものである（横山・塩田，2003）．②いまひとつは岩盤

クリープ性傾動構造による深層緩み岩盤である．岩盤クリ－プによって谷側への曲げ褶曲が形成され，変形の進

行に伴って転倒がはじまる（横山・柏木，1996）．谷側への曲げ褶曲は付加体に特有な変形時面構造（劈開や片理）

に規制されやすいことから，付加体山地を特徴づける斜面変動である．③もうひとつは開口クラックや線状凹地

など尾根の裂け目による深層緩み岩盤である．この尾根の裂け目の形成に海溝型巨大地震が重要な役割を果たし

ている． 

３．海溝型巨大地震と尾根の裂け目 

 近年，地震災害時に尾根が裂けるという現象がしばしば観察されている．また，地震災害を契機に尾根のよう

な凸型地形のところは地形効果で地震動が増幅することもわかってきた．たとえば，地震時落石や地震時ノンテ

クトニック断層の分布といった地質学的証拠（横山・菊山，1997；横山ほか，2002；加藤・横山，2010），地震

応答解析（奥園ほか，1980；落合ほか，1995；浅野ほか，2006），地震動の実測データ（栗田ほか，2005）など

である．陸プレート内地震では，地震動による破壊は震源から伝播した S 波の卓越振動方向に支配され，たとえ

ば，尾根の巨石が S波の卓越振動方向に横跳びして落下したものが落石になり， S波の卓越振動方向に直交する

方向に尾根が裂ける．このほか，浅野ほか(2006)のシミュレーションは，尾根の延びに対して直交する方向に地震

動の増幅が大きくなることも示している．横山・菊山（1997）は，尾根と谷の比高が大きいほど，落石の発生数

が多くなっていること，すなわち切り立った尾根ほど地震動が増幅しやすいことも示した．急峻な四国の外帯付

加体山地は地震動が増幅しうる地形条件をもっている． 
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 南海トラフ沿いで発生する海溝型巨大地震の想定マグニチュードを M9 とすると，四国地方における震源域は

プレート境界の深さ 30km くらいになり，中央構造線付近の辺りまで広がるとされている．外帯付加体山地の直

下に広く震源域が広がることで，強震度域が広くなるのは事実であるが．それよりも約 100 年に一度という高い

発生頻度で海溝型巨大地震が発生することの方が外帯付加体山地への影響は大きいと考えている． 

４．尾根の裂け目と深層緩み岩盤 

 四国地方ではこれまでにも多くの尾根に裂け目が報告されている．布施・横山（2004）は国土地理院発行 2 万

5 千分の 1 地形図から 384 カ所の線状凹地を判読した．その大部分は外帯付加体山地に分布し，標高 100ｍで出

現し，400mを越えると数が増大するとされる．空中写真判読ではさらに多くの線状凹地が検出され，現地踏査で

は開口幅数 10cm 程度の裂け目も多数検出されている．四国の外帯付加体山地の尾根はいたるところで裂けてい

る．尾根が硬質な岩石でできているために，裂け目は崩れることなく保持される．そして尾根に発生した裂け目

は海溝型巨大地震のくり返しで大規模な開口クラック・線状凹地に成長してゆく． 2万 5千分の 1地形図で検出

可能なほど，規模の大きな線状凹地が発達している尾根や多数の裂け目が集中している尾根は深層まで緩んでい

ると予想される。 

５．まとめ 

 外帯付加体山地では，地質時代に形成された破砕帯，岩盤クリープによる傾動構造（谷側への曲げ褶曲），そし

て，約 100 年ごとにくり返す海溝型巨大地震による尾根の裂け目が深層緩み岩盤を形成していく．このようにし

て準備が整ったところから、豪雨時あるいは地震時に深層崩壊が発生する．外帯付加体山地は素因、誘因ともに

深層崩壊を発生させる条件が整っているといえる． 
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